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第２４期 第１４回総会 

別 海 町 農 業 委 員 会 議 事 録 

（令和３年７月３０日） 

 

 

〇開催日時  令和３年７月３０日（金） 

午前１０時００分から午前１１時３０分 

 

〇開催場所  別海町役場 ４階 議場 

 

〇議事日程  

日程第 １ 報告第１号 農地等あっせん結果の報告について(農業経営基盤強

化促進法) 

日程第 ２ 報告第２号 農地等あっせん結果の報告について(別海町農地移動

適正化あっせん基準) 

日程第 ３ 報告第３号 農地法第４条の許可書の交付について 

日程第 ４ 報告第４号 農地法第５条の規定による農地転用許可後の事業完

了届について 

日程第 ５ 報告第５号 農地法第６条第１項の規定による農地所有適格法人

の定期報告について 

日程第 ６ 報告第６号 農地法第６条の２第１項の規定による農地所有適格

法人以外の者の定期報告について 

日程第 ７ 議案第１号 農地中間管理機構による農用地の買入れ協議に係る

要請について 

日程第 ８ 議案第２号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について 

日程第 ９ 議案第３号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について 

日程第１０ 議案第４号 別海町農用地利用集積計画の決定について 

日程第１１ 議案第５号 現況証明願いについて 
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〇出席委員（２５名） 

会     長 ２７番 小 野 榮 一                

会長職務代理者 ２６番 信 夫 重 勝                

 

１番 及 川 哲 夫   ２番 山 崎   茂   

３番 齊 藤 主 夫   ４番 市 川 義 晴   

６番 藤 田 浩 義   ７番 中 洞   薫   

８番 加 藤 真 純   ９番 畠 山 友 子   

１０番 大 内 敏 光  １１番 芳 賀   均   

１２番 中 村 繁 男  １３番 小 島   敏  

１４番 羽 石 健 一  １５番 加 藤 和 広   

１６番 内 藤 宏 幸  １７番 阿 部   浩   

１８番 藤 井   実   １９番 木 幡   誠   

２０番 浦 山 宏 一  ２１番 山 田 良 雄   

２２番 押 田 賢 二  ２３番 林   武 雄   

 ２４番 伊 藤 一 吉                

     

      

 

〇欠席委員（２名）    

５番 石 毛   剛                

  ２５番 竹 花 新 吉                            

 

〇農業委員会事務局出席職員 

  事  務  局 事務局長 内 山   宏 

  総 務 担 当  主幹   木 直 人 

 農地調整担当  主査  山 下 真 弘 

  農地調整担当  主任  志 渡 正 勝 

  農地調整担当  主任  川 原 浩 貴 

  総 務 担 当  主事  佐 藤 美 稀 

 

〇傍聴人（０名） 

 

 

〇議事録署名委員       

１番 及 川 哲 夫   ２番 山 崎   茂   
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次の記録は、農業委員会等に関する法律第２７条の規定により会議の記録を

記載したものである。 

 

 

令和  年  月  日 

 

署名者 

 

議   長  小 野  榮 一  ㊞ 

 

議席 １番  及 川  哲 夫  ㊞ 

 

議席 ２番  山 崎    茂  ㊞ 
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開会 午前１０時００分 

 

◎開会宣言 

〇事務局（内山事務局長） 

定刻になりましたので小野会長より御挨拶をいただき、総会を始めさせて

いただきます。 

〇小野会長 

皆さんおはようございます。 

（会務報告がある） 

本日は報告６件、議案５件ですので、御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

〇議長（小野会長） 

それでは、ただいまから第１４回農業委員会総会を開催いたします。 

ただいま出席している委員は２５名でございます。 

定足数に達していますので、直ちに本日の会議を開催させていただきます。 

なお、欠席委員は５番石毛委員、２５番竹花委員の２名です。 

本日の議事日程はお手元に配付のとおりでございます。 

始めに議事録署名委員を会議規則第１９条の規定により議長において指名

いたします。１番及川委員、２番山崎委員。以上２名を指名しますので、よ

ろしくお願いいたします。それでは、議事に入ります。 

 

◎日程第１ 報告第１号 

〇議長（小野会長） 

日程第１ 報告第１号「農地等あっせん結果の報告について（農業経営基

盤強化促進法）」を議題に供します。 

事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いします。 

〇事務局（川原主任） 

報告第１号、農地等あっせん結果の報告について（農業経営基盤強化促進

法）。次の者から農業経営基盤強化促進法第１５条第１項の規定に基づく利

用権の設定等についてあっせんの申出があり、あっせんを行ったので報告す

る。 

本件は全部で７件ございます。１号から３号まで農地所有者から所有権の

移転に関わるあっせん申出があり、周辺地域における農地の保有状況、利用

状況、更には将来性等を踏まえ北海道農業公社の買入れが必要との判断から

調整を行いましたが双方の同意が得られず不成立となったものであります。

今後の取扱いについては後の議案第１号で提案し御審議していただく予定で

す。４号、６号及び７号につきましては、本年６月総会で報告させていただ

きましたが、農用地の価格について意向が一致せず不調に終わったため、関
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係規定に基づき町長に対し買入れ協議の要請に取り組んだところ、この度協

議が整う運びとなったものです。５号は農用地の価格等について意向が一致

したため、町長への要請は行わず、北海道農業公社との売買が成立した案件

でございます。４号から７号までの今後の取扱いについては後の議案第４号

で提案し御審議いただく予定であります。それでは朗読させていただきます。 

第１号、あっせん候補者、札幌市中央区北５条西６丁目１番地２３、公益

財団法人北海道農業公社 理事長 小田原輝和。あっせん対象地、別海３６

６－２外１１筆、計１６万７，９１４㎡。農地の所有者、別海町別海３５３

番地の９、高橋利忠。あっせん委員、山田委員外８名。あっせん結果、不成

立。次号から７号までのあっせん候補者は同文ですので朗読を省略いたしま

す。 

第２号、あっせん対象地、美原２７－３１外５筆、計１８万２，８２４㎡。

農地の所有者、別海町美原３４番地の１０７、乾知広。あっせん委員、加藤

真純委員外５名。あっせん結果、不成立。 

第３号、あっせん対象地、上春別２２９－８外１４筆、計２１万８，６１

５㎡。農地の所有者、別海町上春別２６５番地の２３、佐藤繁子。あっせん

委員、加藤和広委員外５名。あっせん結果、不成立。 

第４号、あっせん対象地、美原２６－１外１８筆、計６０万１，２９３㎡。

農地の所有者、別海町美原３５番地の４３、服部英造。あっせん委員、加藤

真純委員外５名。あっせん結果、成立。あっせん価格、３，０９２万５，０

００円。 

第５号、あっせん対象地、美原３４－４外１筆。計８万６，１６４㎡。農

地の所有者、別海町美原３５番地の４３、服部恒洋。あっせん委員、同上。

あっせん結果、成立。あっせん価格、４６２万８，０００円。 

第６号、あっせん対象地、美原４３－９外４筆、計５０万７４９㎡。農地

の所有者、別海町美原４４番地の１４、本田誠。あっせん委員、加藤真純委

員外４名。あっせん結果、成立。あっせん価格２，６２８万６，０００円。 

第７号、あっせん対象地、豊原１３－７外１２筆、計９１万１，８８６㎡。 

農地の所有者、別海町豊原１３番地の６９、池野政浩。あっせん委員、同上。

あっせん結果、成立。売買価格、５，０６８万１，０００円。 

以上で報告第１号の内容説明を終わります。 

〇議長(小野会長) 

  報告第１号の事務局説明が終わりましたので調整に当たられた委員の説明

を求めます。１号から３号につきましては不成立案件ですので事務局説明の

みとさせていただきます。４号から６号につきましては８番加藤真純委員、

７号につきましては２４番伊藤委員。それでは４号から６号につきまして加

藤真純委員お願いいたします。 

〇８番 加藤真純委員 

  はい、４号の服部英造さんですが５号の服部恒洋さんが経営者でありまし

て、服部恒洋さんの離農に伴いまして近隣の農家で買っていただくようにな
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りまして、服部英造さんは父親でありまして、４号は英造さん、５号は恒洋

さんの持ち分で売買等事業でありますので北海道農業公社に買い上げていた

だく案件です。６号は本田誠さんの離農に伴いまして近隣３件の農家に使っ

ていただくようにまとまりまして、今回北海道農業公社に買い上げをしてい

ただくようになった案件です。以上です。 

〇議長（小野会長） 

続きまして、７号を伊藤委員お願いします。 

〇２４番 伊藤委員 

  はい、池野さんの案件でございますが、農地売買等事業で売買することに

なりました。近隣の農家と調整も整っておりますのでよろしくお願いします。 

〇議長（小野会長） 

報告第１号について委員説明が終わりました。それでは報告第１号につき

まして質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

○議長（小野会長） 

なしということですので、報告第１号を承認することに御異議ございませ

んか。 

〇委員 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小野会長） 

異議なしということですので、報告第１号を原案のとおり承認することに

決定します。 

 

    

◎日程第２ 報告第２号 

〇議長（小野会長） 

日程第２ 報告第２号「農地等あっせん結果の報告について（別海町農地

移動適正化あっせん基準）」を議題に供します。 

事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いします。 

〇事務局（川原主任） 

農地等あっせん結果の報告について（別海町農地移動適正化あっせん基

準）。次の者から農地等のあっせん申出書の提出があり、別海町農地移動適

正化あっせん基準に基づきあっせんを行ったので、同基準第８の２の（３）

の規定により報告する。本件は全部で７件ございます。全件、農地所有者の

申出により所有権移転のあっせんを行ったものであります。今後の取扱いに

ついては後の議案第４号で提案し御審議いただく予定であります。それでは

朗読させていただきます。 

第１号、あっせん候補者、別海町美原３４番地の１０７、乾知広。あっせ

ん対象地、美原３４－２外１筆、計２万９,１４８㎡。農地の所有者、別海町



 8 

美原３５番地の４３、服部恒洋。あっせん委員、加藤真純委員外５名。あっ

せん結果、成立。あっせん価格、売買で２２万６,０００円。次号から４号ま

でのあっせん委員は同文ですので朗読を省略します。 

第２号、あっせん候補者、別海町美原３３番地の３３、久末敏幸。あっせ

ん対象地、美原３５－２２、計３万１,２６０㎡。農地の所有者、別海町美原

３５番地の４３、服部恒洋。あっせん結果、成立。あっせん価格、売買で１

８万６,０００円。 

第３号、あっせん候補者、別海町床丹１番地の５０、有限会社小西牧場 

代表取締役 小西康夫。あっせん対象地、美原２６－１１外９筆、計１３万

５８４㎡。農地の所有者、別海町美原３５番地の４３、服部英造。あっせん

結果、成立。あっせん価格、売買で４３９万２,０００円。 

第４号、あっせん候補者、別海町美原３４番地の１０７、乾知広。あっせ

ん対象地、美原３５－１外５筆、計４万２,８４０㎡。農地の所有者、別海町

美原３５番地の４３、服部英造。あっせん結果、成立。あっせん価格、売買

で３０万６,０００円。 

第５号、あっせん候補者、別海町美原４３番地の６８、髙野孝太。あっせ

ん対象地、美原４３－１５外２筆、計８万２,７９４㎡。農地の所有者、別海

町美原４４番地の１４、本田誠。あっせん委員、加藤真純委員外４名。あっ

せん結果、成立。あっせん価格、売買で４９万２,０００円。次号及び７号の

農地の所有者とあっせん委員については同文ですので朗読を省略します。 

第６号、あっせん候補者、別海町美原４８番地の３、畠山吉男。あっせん

対象地、美原４４－２、計２万３,９１９㎡。あっせん結果、成立。あっせん

価格、売買で１３万８,０００円。 

第７号、あっせん候補者、別海町美原５８番地の２６、山田晃嗣。あっせ

ん対象地、美原４４－１１外２筆、計１３万８,０８７㎡。あっせん結果、成

立。あっせん価格、売買で８２万８,０００円。 

以上で報告第２号の内容説明を終わります。 

〇議長（小野会長） 

報告第２号の事務局説明が終わりました。ここであっせんに当たられた委

員の説明を求めます。１号から７号まで全案件８番加藤真純委員お願いいた

します。ただし、６号につきましては、畠山委員の案件ですので議事参与制

限とさせていただきます。それでは加藤委員お願いいたします。 

〇８番 加藤真純委員 

報告第１号の服部さんと本田さんの離農に伴うあっせんの結果、服部さん、

本田さんそれぞれ３名の方に買っていただくもので、北海道農業公社の買上

げにならなかった土地の案件でありますのでよろしくお願いいたします。 

〇議長(小野会長) 

  それでは報告第２号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質問

ございませんか。 

〇委員 
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（「なし」の声あり） 

○議長（小野会長） 

なしということですので、報告第２号を承認することに御異議ございせん

か。 

〇委員 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小野会長） 

異議なしということですので、報告第２号を原案のとおり承認することに

決定します。 

 

◎日程第３ 報告第３号 

〇議長（小野会長） 

日程第３ 報告第３号「農地法第４条の許可書の交付について」を議題に

供します。 

事務局より、報告の朗読と内容の説明をお願いいたします。 

〇事務局（志渡主任） 

報告第３号、農地法第４条の許可書の交付について。農地法第４条第１項

の規定による許可申請について、農業委員会総会議決後北海道農業会議に意

見聴取した結果、許可相当とする回答があり許可書を交付したので、別海町

農業委員会会長専決規程第３条の規定により報告する。 

本件につきましては５月３１日開催の第１２回総会で御審議いただいた案

件で申請時における計画どおりですので、詳細については朗読を省略させて

いただきます。許可日については、北海道農業会議の意見聴取日であります

令和３年６月２５日としております。以上で報告第３号の内容説明を終わり

ます。 

〇議長（小野会長） 

報告第３号の事務局説明が終わりました。この案件につきましては知事許

可案件ですので事務局説明のみとさせていただきます。それでは報告第３号

につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

○議長（小野会長） 

なしということですので、報告第３号を承認することに御異議ございませ

んか。 

〇委員 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小野会長） 

異議なしということですので、報告第３号を原案のとおり承認することに 

決定します。 

 



 10 

◎日程第４ 報告第４号 

〇議長（小野会長） 

日程第４ 報告第４号「農地法第５条の規定による農地転用許可後の事業

完了届について」を議題に供します。事務局より報告の朗読と内容の説明を

お願いいたします。 

〇事務局（志渡主任） 

報告第４号、農地法第５条の規定による農地転用許可後の事業完了届につ

いて。次の者から先に農地法第５条の規定により許可を受けた事業が完了し

た旨の届出があったので報告する。 

本件につきましては、７月１６日に現地調査を行いました。報告内容につ

いて、第１号は、砂の計画高４，８４９㎥に対して出来高９７１㎥。第２号

については、土の計画高１７，１１６㎥に対して出来高９，０００㎥、火山

礫の計画高０㎥に対して出来高１，０００㎥。第３号については、砂の計画

高１０，３４０㎥に対して出来高８，５００㎥、火山礫の計画高７，８０１

㎥に対し出来高２，０００㎥、土の計画高８，１２５㎥に対し出来高０㎥で

す。そのほかの事項につきましては、申請時の計画どおりですので、朗読を

省略させていただきます。以上で報告第４号の内容説明を終わります。 

〇議長（小野会長） 

はい、報告第４号の事務局説明が終わりました。ここで現地調査に当たら

れた委員の説明を求めます。１号から３号につきまして、１０番大内委員お

願いいたします。 

〇１０番 大内委員 

はい、今月１６日に加藤真純委員長、中洞委員及び事務局職員と見てまい

りました。１号の松田さんのところですが西別川の側の畑で細長い土地です。

採り終わったところはきれいに整地されていました。種はまだ蒔かれており

ませんが続きを採るということですので問題ないと見てまいりました。２号

の齊藤俊英さんの件ですが、これも西別川に隣接した畑でありまして、きれ

いに整地されていましたが播種はまだです。奥はまだ採って行くということ

ですので問題ないと見てまいりました。３号の小野寺さんですが、この畑も

きれいに整地はされておりました。続きを採るということで播種はされてお

りませんでしたが問題ないと見てまいりましたので審議の程よろしくお願い

いたします。 

〇議長（小野会長） 

  報告第４号の委員説明が終わりました。ここで、報告第４号につきまして

質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

○議長（小野会長） 

なしということですので、報告第４号を承認することに御異議ございませ

んか。 
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〇委員 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小野会長） 

異議なしということですので、報告第４号を原案のとおり承認することに

決定します。 

 

◎日程第５ 報告第５号 

〇議長（小野会長） 

日程第５ 報告第５号「農地法第６条第１項の規定による農地所有適格法

人の定期報告について」を議題に供します。 

事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いいたします。 

〇事務局（志渡主任） 

報告第５号、農地法第６条第１項の規定による農地所有適格法人の定期報

告について。次の者から農地法第６条第１項の規定による農地所有適格法人

報告書の提出があったので報告する。今月は４２件の報告がありました。い

ずれも農地法第２条に基づく事業要件、議決権要件、役員要件の全てを満た

しておりました。法人名、決算期等につきましては記載のとおりですので朗

読を省略させていただきます。以上で報告第５号の内容説明を終わります。 

〇議長（小野会長） 

報告第５号の事務局説明が終わりました。この案件につきましても法人の

定期報告ですので、事務局説明のみとさせていただきます。ここで報告第５

号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

なしということですので、報告第５号を承認することに御異議ございませ

んか。 

〇委員 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

異議なしということですので、報告第５号を原案のとおり承認することに

決定します。  

 

◎日程第６ 報告第６号 

〇議長（小野会長） 

日程第６ 報告第６号「農地法第６条の２第１項の規定による農地所有適

格法人以外の者の定期報告について」を議題に供します。 

事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いいたします。 

〇事務局（志渡主任） 

報告第６号、農地法第６条の２第１項の規定による農地所有適格法人以外
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の者の定期報告について。次の者から農地法第６条の２第１項の規定による

農地等の利用状況報告書の提出があったので報告する。今月は３件の報告が

ありました。いずれも農地等利用状況について適正に利用している旨の報告

を受けております。また、その他の要件につきましても満たしていると考え

ております。決算期、受理日につきましても記載のとおりですので朗読を省

略させていただきます。以上で報告第６号の内容説明を終わります。 

〇議長（小野会長） 

報告第６号の事務局説明が終わりました。この案件につきましても定期報

告ですので、事務局説明のみとさせていただきます。なお、１号につきまし

ては石毛委員の案件ですので議事参与制限とさせていただきます。それでは

報告第６号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませ

んか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

なしということですので、報告第６号を承認することに御異議ございませ

んか。 

〇委員 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

異議なしということですので、報告第６号を原案のとおり承認することに

決定します。  

 

◎日程第７ 議案第１号 

〇議長（小野会長） 

日程第７ 議案第１号「農地中間管理機構による農用地の買入れ協議に係

る要請について」を議題に供します。 

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。 

〇事務局（川原主任） 

議案第１号、農地中間管理機構による農用地の買入れ協議に係る要請につ

いて。次の者から農業経営基盤強化促進法第１５条第１項の規定に基づきあ

っせんを受けたい旨の申出があった農用地の所有権移転について、農地中間

管理機構による買入れが特に必要であると認められることから、同法第１６

条第１項の規定により当会は別海町長に対し同条第２項の規定による通知を

するよう要請する。 

本案は３件ございます。先の報告第１号で不成立となった案件の農地所有

者であっせんの申出があったものであります。それでは御説明させていただ

きます。１号から３号まで同様の内容となっておりますので一括で御説明い

たします。１あっせんの申出者及び農用地の所在等、あっせんの申出者とあ

っせんの対象地につきましては報告第１号において朗読しておりますので省
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略いたします。申出のあった日、令和３年７月１４日。２農地中間管理機構

を含めた調整経過、あっせん会議を開催し利用調整を図りましたが、農用地

の価格について農地所有者と農地中間管理機構の意向が一致せず調整は不調

に終わったという内容でございます。３当該農用地の利用集積に係る意見、

優良農地等であり、効率的かつ安定的な農業経営を営む者に対する農用地の

利用集積を図るため農地中間管理機構による買入れが特に必要と認められる

といった内容で要請いたします。以上で議案第１号の内容説明を終わります。 

〇議長（小野会長） 

はい、議案第１号の事務局説明が終わりました。この案件につきましても

買入れ協議の案件ですので事務局説明のみとさせていただきます。 

それでは、議案第１号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質

問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を 

求めます。 

〇委員 

（挙手なし） 

〇議長（小野会長） 

挙手なしということですので、議案第１号を原案のとおり許可することに

決定します。 

 

◎日程第８ 議案第２号 

〇議長（小野会長） 

日程第８ 議案第２号「農地法第３条第１項の規定による許可申請につい

て」を議題に供します。 

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。 

〇事務局（山下主査） 

議案第２号、農地法第３条第１項の規定による許可申請について。次の者

から農地法第３条第１項の規定による許可申請書の提出があったので、許可

の決定を求める。農地法第３条の許可申請につきましては、別添資料の調査

表のとおり農地法第３条第２項の各号に該当していないことを確認していま

すので併せて御参照願います。 

第１号、申請人の住所氏名、貸人、別海町中春別４５番地の２、芳中秀孝。

借人、別海町中春別４５番地の２、芳中秀将。許可を受けようとする土地の

表示、中春別３２－４外６２筆、合計８７万８２㎡。許可を受けようとする

理由、貸人は、経営の主体である長男に全地使用貸借するため申請するもの

である。借人は父より全地使用貸借を受けるため申請するものである。貸借

期間は許可日から３０年間です。 
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第２号、申請人の住所氏名、貸人、別海町美原６２番地の８、浮川侃。借

人、別海町美原６２番地の８、浮川優。許可を受けようとする土地の表示、

美原６２－５外１９筆、合計９０万３,７８８．３１㎡。許可を受けようとす

る理由、貸人は、経営の主体である長男に全地使用貸借するため申請するも

のである。借人は父より全地使用貸借を受けるため申請するものである。貸

借期間は許可日から３０年間です。 

第３号、申請人の住所氏名、譲渡人、別海町西春別６番地の１０、西村茂。

譲受人、茨城県常陸大宮市小祝１５３５番地、有限会社瑞穂農場 代表取締

役 下山一郎。許可を受けようとする土地の表示、本別１８－５外４８筆、

合計１７９万２，５６４㎡。許可を受けようとする理由、譲渡人は、農地を

有効活用するため売り渡すものである。譲受人は、経営規模拡大のため買い

受けるものである。売買価格は１億２，３００万円となっていますが、農地

以外の宅地、雑種地、建物を含む金額となっております。 

第４号、申請人の住所氏名、譲渡人、別海町西春別１４３番地の１８、

佐々木實。譲受人、別海町西春別４０７番地の１６４、有限会社石坂牧場 

代表取締役 石坂巧。許可を受けようとする土地の表示、西春別１２４－５

外１１筆、合計２２万２，４４４㎡。許可を受けようとする理由、譲渡人は、

農地を有効活用するため売り渡すものである。譲受人は、経営規模拡大のた

め買い受けるものである。売買価格は８５０万円で、宅地を含んだ金額とな

っております。 

第５号、申請人の住所氏名、譲渡人、別海町西春別４１０番地の１８８、

富田誠一。譲受人、別海町西春別４１０番地の１８８、富田康隆。許可を受

けようとする土地の表示、西春別４１０－２９外２筆、合計１０万８，６４

４㎡。許可を受けようとする理由、譲渡人は、経営の主体である長男に贈与

するため申請するものである。譲受人は父より贈与を受けるため申請するも

のである。 

以上で、議案第２号の内容説明を終わります。 

〇議長（小野会長） 

議案第２号の事務局説明が終わりました。ここで調査に当たられた委員の

説明を求めます。１号につきましては１６番内藤委員。２号につきましては

９番畠山委員。３号、４号につきましては１０番大内委員。５号につきまし

ては４番市川委員。それでは、１号につきまして内藤委員お願いいたします。 

〇１６番 内藤委員 

はい、説明いたします。芳中さん親子の使用貸借で、これまでも使用貸借

していましたが、期限到来による再設定となります。よろしくお願いいたし

ます。 

〇議長（小野会長） 

続いて２号を畠山委員お願いします。 

〇９番 畠山委員 

はい、浮川侃さんと優さんの親子間の使用貸借ですが、今までも使用貸借



 15 

していましたが、期限到来による再設定となっています。よろしくお願いし

ます。 

〇議長（小野会長） 

続いて３号、４号を大内委員お願いします。 

〇１０番 大内委員 

  はい、３号の西村さんの畑ですが２つの団地に分かれておりまして、本別

住所のところと西春別住所。この西春別住所のところは、演習地の近隣の移

転対象地区内にあるところで、５０ヘクタールくらいあります。ここを見に

行った時はゲートがありまして入ることはできませんでしたが、草はまだ収

穫されておりませんでした。本別住所のところは、すべて草は刈り取られて

いた状態です。４年前くらいに西村さんが瑞穂農場に売り渡すのを計画して

いるらしいとのことで、西村さんに近隣の農家に売っていただけないでしょ

うかと話をしたのですけれども、値段が違いすぎると交渉させていただけま

せんでした。今回、農地等売買事業等の縛りも無くなりましたので、このよ

うな形で出てきたものと思われます。残念ですが、３条ですので仕方がない

のかなと思っております。４号の佐々木さんはコントラ事業と育成の預託を

していたのですけれども、コントラ事業は石坂さんに譲りまして、育成の預

託もやめるということでございます。以上です。 

〇議長（小野会長） 

続いて５号について、市川委員お願いします。 

〇４番 市川委員 

  はい。富田さんですけれども、長男に一部贈与するということです。よろ

しくお願いしいます。 

〇議長（小野会長） 

議案第２号につきまして委員の説明が終わりました。ここで議案第３号に

つきまして質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

なしということですので、議案第２号につきまして採決に入りたいと思い

ます。否決の方の挙手を求めます。 

〇委員 

（挙手なし） 

〇議長（小野会長） 

挙手なしということですので、議案第２号につきまして原案のとおり許可

することに決定します。 

 

◎日程第９ 議案第３号 

〇議長（小野会長） 

続きまして日程第９ 議案第３号「農地法第５条第１項の規定による許可
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申請について」を議題に供します。 

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いします。 

〇事務局（山下主査） 

議案第３号、農地法第５条第１項の規定による許可申請について。次の者

から農地法第５条第１項の規定による許可申請書の提出があったので、許可

の決定を求める。本申請につきましても、立地基準及び一般基準を満たし、

農用地利用集積計画及び農業振興地域整備計画に支障を及ぼすものではない

と判断しております。 

第１号、許可を受けようとする土地の表示、本別８８－６。面積、３万９,

０６４㎡の内１万８７３㎡。契約内容、賃貸借。目的、砂採取。計画内容、

砂採取量４，２４１㎥。転用基準、区分、農用地。許可理由、農地法施行令

第１１条第１項第１号。土地利用計画、農用地。所有者氏名、本別８９番地

の１０、松田富士雄。転用者氏名、西春別９９番地の３０、砂利採取販売業、

金本建設有限会社 代表取締役 金本徹也。 

第２号、許可を受けようとする土地の表示、美原１０－１７外３筆。面積、

１２万２,３３８㎡の内６，５５５㎡。契約内容と目的は同上です。計画内容、

砂採取量９，０１７㎥。転用基準と土地利用計画は同上です。所有者氏名、

美原１０番地の１６８、金子陽一。転用者氏名、中春別３０３番地３３、砂

利採取販売業、有限会社エンター西島運輸 代表取締役 西島綾子。 

第３号、許可を受けようとする土地の表示、西春別１９３－７。面積、７

万８,５３１㎡の内１万８，８０４㎡。契約内容、使用貸借。目的、砂・火山

礫・土採取。計画内容、砂採取量外合計３万１，１０２㎥。転用基準、土地

利用計画は同上です。所有者氏名、西春別駅前寿町１１８番地、小野寺司。

転用者氏名、中標津町字当幌２１８２番地１、砂利採取販売業、中澤運輸株

式会社 代表取締役 中澤邦彦。以上で議案第３号の内容説明を終わります。 

〇議長（小野会長） 

  議案第３号の事務局説明が終わりました。ここで現地調査に当たられた委

員の説明を求めます。 

１号につきましては１０番大内委員。２号につきましては８番加藤真純委

員。３号につきましては１０番大内委員。 

それでは１号と３号の説明を大内委員お願いいたします。 

〇１０番 大内委員 

１号３号共に、報告第４号で完了報告のあった土地の奥の土地についてま

た採取するということです。特に問題ないと思って見てきましたのでよろし

くお願いします。 

〇議長（小野会長） 

続いて２号の説明を加藤真純委員お願いいたします。 

〇８番 加藤真純委員 

 こちらも継続の案件でありまして、位置としては畑の端であり、問題ないと

思います。よろしくお願いします。 
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〇議長（小野会長） 

議案第３号の委員説明が終わりました。ここで議案第３号につきまして質

疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。 

〇委員 

（挙手なし） 

〇議長（小野会長） 

挙手なしということですので、議案第３号を原案のとおり許可することに

決定します。 

 

（１０時５０分から１１時００分まで休憩） 

 

◎日程第１０ 議案第４号 

〇議長（小野会長） 

日程第１０ 議案第４号「別海町農用地利用集積計画の決定について」を

議題に供します。 

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。 

〇事務局（川原主任） 

議案第４号、別海町農用地利用集積計画の決定について。別海町農業経営

基盤強化の促進に関する基本的な構想第５の１の（６）による計画について、

農業経営基盤強化促進法第１８条第１項により決定を求める。 

本件は全部で４０件ございます。内訳は、所有権の移転が３９件、利用権

の設定が１件でございます。それでは所有権の移転から朗読させていただき

ます。 

第１号から第４号までは報告第１号と内容が重複しますので、所有権の移

転の内容から朗読いたします。 

第１号、所有権の移転の内容、利用目的、牧草畑として利用。所有権の移

転時期、令和３年８月２日。対価、３，０９２万５,０００円。対価の支払い

方法、指定口座に振込。対価の支払い期限、令和３年９月１４日。引渡しの

時期、対価の支払日。当事者間の法律関係、売買。 

次号から第４号までの対価の支払い期限、次号から第３１号までの利用目

的、次号から第３９号までの所有権の移転時期、対価の支払い方法、引渡し

の時期、当事者間の法律関係は同文ですので朗読を省略します。 

第２号、所有権の移転の内容、対価、４６２万８,０００円。 

第３号、所有権の移転の内容、対価、２，６２８万６,０００円。 

第４号、所有権の移転の内容、対価、５，０６８万１,０００円。 
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第５号、所有権の移転を受ける者、中春別１１５番地１７、株式会社なか

しゅんべつ未来牧場 代表取締役 望月彦。所有権の移転をする土地、豊

原２８－１８外１２筆、計６２万１,８６９㎡。所有権の移転をする者、札幌

市中央区北５条西６丁目１番地２３、公益財団法人北海道農業公社 理事長 

小田原輝和。所有権の移転の内容、対価、３，２６６万９,０００円。対価の

支払い期限、令和３年９月３０日。 

次号から第３１号までの所有権の移転をする者は同文ですので朗読を省略

します。 

第６号、所有権の移転を受ける者、中春別１１５番地の１７、株式会社な

かしゅんべつ未来牧場 代表取締役 望月彦。所有権の移転をする土地、

豊原２９－３、計４万８,１８５㎡。所有権の移転の内容、対価、２８０万８,

０００円。対価の支払い期限、令和３年９月３０日。 

第７号、所有権の移転を受ける者、別海２５６番地の８、品堀甚一。所有

権の移転をする土地、別海２７４－３外４筆、計１０万６,７００㎡。所有権

の移転の内容、対価、６３７万６,０００円。対価の支払い期限、令和３年９

月２９日。 

次号から第２０号までの対価の支払い期限は同文ですので朗読を省略しま

す。 

第８号、所有権の移転を受ける者、別海２７５番地の１１、有限会社オシ

ダファーム 代表取締役 押田賢二。所有権の移転をする土地、別海２７５

－３９外２筆、計１２万５,６６６㎡。所有権の移転の内容、対価、８１６万

７,０００円。 

第９号、所有権の移転を受ける者、別海緑町９７番地１、有限会社ファー

ムライフ 代表取締役 小村直樹。所有権の移転をする土地、上風連６３－

７外３０筆、計７４万１,６０９㎡。所有権の移転の内容、対価、３，２２３

万円。所有権の設定をする土地の所有権の移転をする者以外の権原者等、釧

路市緑ヶ岡５丁目６番９号 北海道電力ネットワーク株式会社釧路支店 電

力部長 齊藤幸則。権原の種類、地役権。 

第１０号、所有権の移転を受ける者、上風連１０７番地の２、入江利信。

所有権の移転をする土地、上風連１３６－２外１筆、計５万２８０㎡。所有

権の移転の内容、対価、２１５万７,０００円。 

第１１号、所有権の移転を受ける者、中西別６７番地の１４、加藤博。所

有権の移転をする土地、中西別６３－１０外１９筆、計３４万３，６０２㎡。

所有権の移転の内容、対価、２，１４２万６,０００円。 

第１２号、所有権の移転を受ける者、中西別７７番地の１０、水谷好美。

所有権の移転をする土地、中西別８４－１外１筆、計４万２，２６５㎡。所

有権の移転の内容、対価、２６４万６,０００円。 

第１３号、所有権の移転を受ける者、中西別１１１番地の８、丹羽博文。

所有権の移転をする土地、中西別８４－５外８筆、計９万３６０㎡。所有権

の移転の内容、対価、５２０万６,０００円。 
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第１４号、所有権の移転を受ける者、中西別５６番地の２６、林徳人。所

有権の移転をする土地、中西別８４－１０、計４万４，３６１㎡。所有権の

移転の内容、対価、２７７万２,０００円。 

第１５号、所有権の移転を受ける者、中西別５３番地の４３、飯井智一。

所有権の移転をする土地、中西別８４－２７、計４万６，５９３㎡。所有権

の移転の内容、対価、２８３万６,０００円。 

第１６号、所有権の移転を受ける者、中西別５２番地３０、株式会社ユナ

イテッド牧場 代表取締役 深代光治。所有権の移転をする土地、中西別１

１２－１、計４万１，１０１㎡。所有権の移転の内容、対価、２２７万３,０

００円。 

第１７号、所有権の移転を受ける者、中西別１１０番地の２０、久保利健

太。所有権の移転をする土地、中西別３０６－８、計７万５，９７６㎡。所

有権の移転の内容、対価、４４９万１,０００円。 

第１８号、所有権の移転を受ける者、中西別８２番地の３、深代勝利。所

有権の移転をする土地、中西別３０６－３０外１筆、計５万５，４３３㎡。

所有権の移転の内容、対価、２５９万３,０００円。 

第１９号、所有権の移転を受ける者、奥行１２番地の３０、株式会社菅野

牧場 代表取締役 菅野鶴子。所有権の移転をする土地、奥行１２－２１６

外１筆、計９万８，２４６㎡。所有権の移転の内容、対価、６１７万８,００

０円。 

第２０号、所有権の移転を受ける者、奥行２番地の２５、ヤマギシズム生

活別海実顕地農事組合法人 理事 荒木靖。所有権の移転をする土地、奥行

１２－４５外２筆、計９万９，２６０㎡。所有権の移転の内容、対価、６１

７万８,０００円。 

第２１号、所有権の移転を受ける者、中春別２５４番地の１７、小湊均。

所有権の移転をする土地、中春別２７４－３外４筆、計１９万５，７８１㎡。

所有権の移転の内容、対価、１，０１０万４,０００円。対価の支払い期限、

令和３年１０月３１日。 

第２２号、所有権の移転を受ける者、中春別２３５番地の５、馬場欽司。

所有権の移転をする土地、中春別２７４－１６外３筆、計７万９，５２２㎡。

所有権の移転の内容、対価、４１７万４,０００円。対価の支払い期限、令和

３年１０月３１日。 

第２３号、所有権の移転を受ける者、西春別２７番地の２７、村上達也。

所有権の移転をする土地、西春別２７－８外２筆、計９万４，７５１㎡。所

有権の移転の内容、対価、５７４万４,０００円。対価の支払い期限、令和３

年９月２９日。 

次号から第２８号までの対価の支払い期限については同文ですので朗読を

省略します。 

第２４号、所有権の移転を受ける者、泉川５７番地の１１、有限会社ジェ

イファームシマザキ 代表取締役 島崎美昭。所有権の移転をする土地、西



 20 

春別２１－１１外１１筆、計２６万６，０４２㎡。所有権の移転の内容、対

価、１，４４８万２,０００円。 

第２５号、所有権の移転を受ける者、泉川６５番地の１０、西洋。所有

権の移転をする土地、西春別２６－１９外１４筆、計３２万７，３７０㎡。

所有権の移転の内容、対価、１，７３２万４,０００円。 

第２６号、所有権の移転を受ける者、泉川８２番地の１、株式会社どんぐ

り牧場 代表取締役 福岡みち子。所有権の移転をする土地、西春別５３－

７外４筆、計１４万６，０５９㎡。所有権の移転の内容、対価、８１５万６,

０００円。 

第２７号、所有権の移転を受ける者、西春別１８９番地の１７、佐藤悠。

所有権の移転をする土地、西春別２０５－１外１筆、計７万２６８㎡。所有

権の移転の内容、対価、３６０万４,０００円。 

第２８号、所有権の移転を受ける者、西春別１７１番地の２２、株式会社

森井牧場 代表取締役 森井平次。所有権の移転をする土地、西春別２８１

－３外２筆、計２２万９，５７８㎡。所有権の移転の内容、対価、１，３４

５万円。 

第２９号、所有権の移転を受ける者、上春別２５６番地の５、株式会社な

かのめ牧場 代表取締役 中野目昌俊。所有権の移転をする土地、上春別２

５６－１５外５筆、計８万９，６７６㎡。所有権の移転の内容、対価、４８

４万５,０００円。対価の支払い期限、令和３年１０月３１日。 

第３０号、所有権の移転を受ける者、大成９０番地の１、末廣敏和。所有

権の移転をする土地、上春別６３－４外２筆、計１７万７，０３７㎡。所有

権の移転の内容、対価、９７３万５,０００円。対価の支払い期限、令和３年

９月２９日。 

第３１号、所有権の移転を受ける者、本別１８番地の３０、株式会社赤池

牧場 代表取締役 赤池雅三。所有権の移転をする土地、本別７５－５外４

筆、計１３万２３１㎡。所有権の移転の内容、対価、８２５万６,０００円。

対価の支払い期限、令和３年９月２９日。 

次号から第３８号までは報告第２号と内容が重複しますので所有権の移転

の内容から朗読します。 

第３２号、所有権の移転の内容、利用目的、採草放牧地として利用。対価、

２２万６,０００円。対価の支払い期限、令和３年１１月３０日。 

次号から第３９号までの対価の支払い期限については同文ですので朗読を

省略します。 

第３３号、所有権の移転の内容、利用目的、採草放牧地として利用。対価、

１８万６，０００円。 

第３４号、所有権の移転の内容、利用目的、牧草畑及び採草放牧地として

利用。対価、４３９万２，０００円。 

第３５号、所有権の移転の内容、利用目的、牧草畑及び採草放牧地として

利用。対価、３０万６，０００円。 
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第３６号、所有権の移転の内容、利用目的、採草放牧地として利用。対価、

４９万２，０００円。 

第３７号、所有権の移転の内容、利用目的、採草放牧地として利用。対価、

１３万８，０００円。 

第３８号、所有権の移転の内容、利用目的、採草放牧地として利用。対価、

８２万８，０００円。 

第３９号、所有権の移転を受ける者、西春別６９番地２１、株式会社ぴか

る君 代表取締役 松本光。所有権の移転をする土地、西春別６６－１外４

筆、計１６万３，２５３㎡。所有権の移転をする者、大成１４番地の３、齊

藤浩平。所有権の移転の内容、利用目的、牧草畑として利用。対価、１，０

５９万５,０００円。調整委員、加藤和広委員と大内委員。 

続いて、利用権の設定です。 

第１号、利用権の設定を受ける者、美原２２番地の２１、有限会社エスエ

ルシー 代表取締役 賣場純。利用権を設定する土地、美原９－２、計１万

２，７０２㎡。利用権の設定をする者、美原９番地の４２、小林憲明。設定

する利用権、利用権の種類、賃借権。内容、採草放牧地として利用。始期、

令和３年８月２日。終期、令和６年５月３１日。借賃、年間５，０００円。

借賃の支払いの方法、毎年１１月３０日までに指定口座に振り込むものとす

る。当事者間の法律関係、賃貸借。調整委員、畠山委員と内藤委員。 

以上で議案第４号の内容説明を終わります。 

〇議長（小野会長） 

はい、議案第４号の事務局説明が終わりました。所有権移転の第１号から

第３８号につきましては報告第１号及び報告第２号で説明済であるものと、

北海道農業公社の買戻案件であるものですので事務局説明のみとさせていた

だきます。それでは調整に当たられた委員の説明を求めたいと思います。所

有権の３９号につきましては１５番加藤和広委員。利用権設定の１号につき

ましては９番畠山委員。 

ここで所有権の移転の５号と６号につきましてＪＡ中春別の案件ですので

農業委員会等に関する法律第３１条及び別海町農業委員会会議規則第１４条

の規定に基づく議事参与制限により一時退席を求めます。 

（２４番 伊藤委員 一時退席） 

〇議長（小野会長） 

それでは所有権の移転の５号と６号につきまして質疑を受けたいと思いま

す。何か御質問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。 

〇委員 
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（挙手なし） 

〇議長（小野会長） 

挙手なしということですので、所有権の移転の５号と６号を原案のとおり

許可することに決定します。ここで伊藤委員に対する議事参与制限を解除し

ます。 

（２４番 伊藤委員 着席） 

〇議長（小野会長） 

議事を再開します。所有権の移転の８号につきまして押田委員に関する案

件ですので農業委員会等に関する法律第３１条及び別海町農業委員会会議規

則第１４条の規定に基づく議事参与制限により一時退席を求めます。 

（２２番 押田委員 一時退席） 

〇議長（小野会長） 

それでは所有権の移転の８号につきまして質疑を受けたいと思います。何

か御質問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。 

〇委員 

（挙手なし） 

〇議長（小野会長） 

挙手なしということですので、所有権の移転の８号を原案のとおり許可す

ることに決定します。ここで押田委員に対する議事参与制限を解除します。 

（２２番 押田委員 着席） 

〇議長（小野会長） 

議事を再開します。所有権の移転の３７号につきまして畠山委員に関する

案件ですので農業委員会等に関する法律第３１条及び別海町農業委員会会議

規則第１４条の規定に基づく議事参与制限により一時退席を求めます。 

（９番 畠山委員 一時退席） 

〇議長（小野会長） 

それでは所有権の移転の３７号につきまして質疑を受けたいと思います。

何か御質問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。 

〇委員 

（挙手なし） 
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〇議長（小野会長） 

挙手なしということですので、所有権の移転の３７号を原案のとおり許可

することに決定します。ここで畠山委員に対する議事参与制限を解除します。 

（９番 畠山委員 着席） 

それでは所有権移転の３９号につきまして１５番加藤和広委員お願いいた

します。 

〇１５番 加藤和広委員 

  元々は休農した西春別の木村信一郎さんの農地で、当時は隣接の方々の取

得希望がなく、少し離れた齊藤浩平さんが取得したのですが、昨年齊藤さん

がより近場の農地を取得できたので、こちらを手放したいという話になりま

した。西春別班含めて調整したところ、隣接の株式会社ぴかる君が規模拡大

を進めているということで取得することになりました。よろしくお願いしま

す。 

〇議長（小野会長） 

続きまして利用権設定の１号につきまして９番畠山委員お願いいたします。 

〇９番 畠山委員  

５月総会で小林さんの土地をエスエルシーさんが賃貸するという利用集積

計画を承認しましたが、１筆漏れがあったため、今回その１筆を賃貸するも

のです。 

〇議長（小野会長） 

はい、ありがとうございました。議案第４号の委員説明が終わりました。

ここで議案第４号につきまして質疑を受けたいと思います何か御質問ござい

ませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を 

求めます。 

〇委員 

（挙手なし） 

〇議長（小野会長） 

挙手なしということですので、議案第４号を原案のとおり許可することに 

決定します。 

 

◎日程第１１ 議案第５号 

〇議長（小野会長） 

日程第１１ 議案第５号「現況証明願いについて」を議題に供します。 

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。 

〇事務局（山下主査） 

議案第５号 現況証明願いについて。次の者から現況証明願いが提出された
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ので、北海道農地法関係事務処理要領第９の４の規定により証明する。 

今月は４件の提出がありました。それでは朗読させていただきます。 

第１号、所在、上春別２３０－１、面積１８,８２２㎡。利用状況、雑種地。

所有者、上春別２１４番地の２５、長谷川善彦。 

第２号、所在、西春別１７６－４、面積７，１２５㎡。利用状況、原野。

所有者、西春別本久町１１番地の４、生江勇平。 

第３号、所在、西春別４０８－８５外２筆、面積９，０５１㎡。利用状況、

宅地、雑種地。所有者、西春別４０８番地の４７、長谷川忠利。 

第４号、所在、中春別１８０－１４、面積１２，０４１㎡。利用状況、山

林。所有者、中春別東町１１９番地の６、島影和夫。以上で議案第５号の内

容説明を終わります。 

〇議長（小野会長） 

はい、議案第５号の事務局説明が終わりました。ここで現地調査に当たら

れた委員の説明を求めたいと思います。１号につきましては７番中洞委員。

２号につきましては１２番中村委員。３号につきましては１０番大内委員。

４号につきましては８番加藤真純委員。 

それでは１号につきまして７番中洞委員お願いいたします。 

〇７番 中洞委員 

はい、説明します。７月１６日に大内委員と加藤真純委員と事務局とで現

地を見てきました。長谷川善彦さんは５年前に離農していまして、４月総会

でも住宅周りの非農地証明をしましたが、今回の地番についてはその時点で

は中山間の交付金の受益地となっていたため、まとめて申請ができませんで

した。今回、本地番が受益地から外れたので申請ということになりました。

現地につきましては雑種地であると見てきました。よろしくお願いします。 

〇議長（小野会長） 

続きまして第２号につきまして１２番中村委員お願いいたします。 

〇１２番 中村委員  

説明します。５月の農地評価の際に西春別班全員で見てきました。道路と

防風林に挟まれている細長い土地で、笹薮と立木で覆われておりました。よ

ろしくお願いします。 

〇議長（小野会長） 

続きまして第３号につきまして１０番大内委員お願いいたします。 

〇１０番 大内委員 

長谷川さんは営農を中止しておりまして、現在もそこに住まわれておりま

す。今回申請があった場所は、住宅周りと、住宅から舗装道路に出るまでの

道になっている場所であり、宅地と雑種地で問題ないと見て参りました。よ

ろしくお願いします。 

〇議長（小野会長） 

続きまして第４号につきまして８番加藤真純委員お願いいたします。 

〇８番 加藤真純委員 
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１６日に見て参りました。この土地は木がたくさん生えており明らかに山

林でありました。以上です。 

〇議長（小野会長） 

はい、ありがとうございました。議案第５号の委員説明が終わりました。

ここで議案第５号につきまして質疑を受けたいと思います何か御質問ござい

ませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を 

求めます。 

〇委員 

（挙手なし） 

〇議長（小野会長） 

挙手なしということですので、議案第５号を原案のとおり許可することに 

決定します。 

 

◎閉会宣言 

〇議長（小野会長） 

以上で本総会に提出された議案の審議は全て終了しました。 

これをもちまして、第１４回総会を閉会します。 

 

 

 


